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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長な挿入部の先端部に観察光学系及び照明光学系を備え、この先端部に連接する湾曲
部を有する内視鏡と、
　長さ寸法、外径寸法及び前記内視鏡の挿入部を目的観察部位まで挿通する案内路を構成
する案内孔の内径寸法が異なる複数の管状部材、及び少なくとも１つの管状部材の先端部
に配置され、当該案内孔によって構成される案内路の進行方向を前記管状部材の軸方向か
ら側方に変換する挿通方向変換孔を有する挿入部案内部材と、
　を具備し、
　前記複数の管状部材は、前記長さ寸法が長尺になるにしたがって、前記外径寸法及び前
記案内孔の内径寸法が細径に設定され、一管状部材の案内孔に挿通された他管状部材は前
記挿通方向変換孔から突出することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記挿通方向変換孔は、側面部に開口を形成した先端カバー部材であることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記挿通方向変換孔内に、当該挿通方向変換孔から導出される前記管状部材、又は前記
挿入部の導出方向を調整する導出方向調整手段を設けたことを特徴とする請求項１又は請
求項２に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、長尺の挿入部の先端側に湾曲部を備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、工業用、医療用に適用可能な内視鏡には、管腔内に挿入される長尺の挿入部が設
けられている。このタイプの内視鏡では挿入部の先端部側に湾曲部が設けられており、こ
の湾曲部を湾曲動作させることによって内視鏡の観察方向を任意の方向に向けられるよう
になっている。
【０００３】
例えば、工業用の内視鏡の挿入部を複数のエルボー部を備えた曲がりくねった太径な配管
の奥深くまで挿入する際、管の内径寸法と挿入部の外径寸法との間に大きな寸法差がある
と、押し込み操作した際に可撓管部が大きく撓んだりして、挿入部を手際良く目的部位ま
で挿入することが難しかった。したがって、挿入作業性を考慮すると、管の内径寸法に対
して最適な外径寸法の挿入部を有する内視鏡を新たに揃えることが望ましい。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、内視鏡自体が高価な製品である。このため、ユーザーにとっては、管の内
径寸法に最適な外径寸法の挿入部を有する内視鏡を新たに揃えることにより費用負担が増
大するという問題が発生する。
【０００５】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、挿入部を、管の内径寸法と挿入部の外径
寸法との間に大きな寸法差がありかつ複数のエルボー部を有する配管の奥深くまで速やか
に挿入して観察を行える安価な内視鏡装置を提供することを目的にしている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の内視鏡装置は、細長な挿入部の先端部に観察光学系及び照明光学系を備え、こ
の先端部に連接する湾曲部を有する内視鏡と、長さ寸法、外径寸法及び前記内視鏡の挿入
部を目的観察部位まで挿通する案内路を構成する案内孔の内径寸法が異なる複数の管状部
材、及び少なくとも１つの管状部材の先端部に配置され、当該案内孔によって構成される
案内路の進行方向を前記管状部材の軸方向から側方に変換する挿通方向変換孔を有する挿
入部案内部材とを具備し、前記複数の管状部材は、前記長さ寸法が長尺になるにしたがっ
て、前記外径寸法及び前記案内孔の内径寸法が細径に設定され、一管状部材の案内孔に挿
通された他管状部材は前記挿通方向変換孔から突出する。
【０００７】
　そして、前記挿通方向変換孔は、側面部に開口を形成した先端カバー部材である。
【０００９】
これらの構成によれば、エルボー部を複数備えた配管の奥深くの観察目的部位を内視鏡で
観察する場合、まず、配管に沿わせて方向切換手段を備えた第１の管状部材を挿入してい
く。この管状部材の先端側が目的のエルボー部に到達したなら案内路の向きを配管奥方向
に一致させる。
【００１０】
次に、この第１の管状部材の案内路内に前記第１の管状部材より細径で方向切換手段を備
えた第２の管状部材を挿入していく。そして、この第２の管状部材が第１の管状部材に設
けられている方向切換手段から突出したなら、突出した第２の管状部材を配管に沿わせて
さらに奥深くに押し進めていく。この第２の管状部材の先端側が目的のエルボー部に到達
したなら案内路の向きを配管奥方向に向ける。
【００１１】
次いで、この作業を繰り返し行う。すると、観察目的部位近くに複数の管状部材を挿通し
て構成された挿入部案内部材が配置される。この状態で、挿入部案内部材を構成する最も
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最後に挿入された管状部材の案内路内に内視鏡の挿入部を挿入する。そして、湾曲操作等
の手元操作を行って、挿入部を管状部材の先端側に導き、この先端部から突出させ、続い
て、湾曲操作等の手元操作を行いながら管状部材から突出した挿入部を配管に沿わせてさ
らに奥方向に押し進める。このことにより、観察目的部位の所望の観察を行える。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１ないし図９は本発明の一実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を説明する図、図
２は挿入部案内部材を構成する管状部材及び方向切換手段である先端カバー部材を説明す
る図、図３は挿入部案内部材の作用を説明する図、図４は方向切換手段の他の構成例を説
明する図、図５は方向切換手段の別の構成例を説明する図、図６は管状部材の他の構成を
説明する図、図７はバルーンを設けた管状部材を説明する図、図８は扁平な形状の挿入部
案内部材を説明する図、図９は扁平な形状の挿入部案内部材に設ける先端カバー部材を説
明する図である。
【００１３】
なお、図２（ａ）は管状部材に一体にした先端カバー部材を、方向変換口を正面にして見
たときの図、図２（ｂ）は図２（ａ）のＡ－Ａ線断面図、図５（ａ）は起上台を設けた先
端カバー部材を説明する図、図５（ｂ）は起上台の作用を説明する図、図５（ｃ）はこの
先端カバーを配置した管状部材を使用した挿入部案内部材の作用を説明する図、図６（ａ
）は挿入部が前方に突出する構成の管状部材を示す図、図６（ｂ）は図６（ａ）の管状部
材にコイルシースを配置した構成を説明する図、図６（ｃ）はコイルシースの作用の１例
を説明する図、図６（ｄ）はコイルシースの作用の他の例を説明する図、図６（ｅ）は先
端カバー部材を配置した管状部材にコイルシースを一体的に配設した構成及び作用を説明
する図、図８（ａ）は２本のチューブ体をブレードで被覆して形成した扁平な形状の挿入
部案内部材を示す図、図８（ｂ）は３本のチューブ体をブレードで被覆して形成した扁平
な形状の挿入部案内部材を示す図、図８（ｃ）は扁平な形状の挿入部案内部材の作用を説
明する図、図９（ａ）は先端カバー部材を説明する斜視図、図９（ｂ）は図９（ａ）のＢ
－Ｂ線断面図である。
【００１４】
図１に示すように本実施形態の内視鏡装置１は、柔軟性を有する細長の挿入部２ａを備え
た例えば工業用の内視鏡２と、この内視鏡２の前記挿入部２ａを外周面部３ａに巻き取る
ドラム部３と、このドラム部３を回動自在な状態で保持する図示しないフレーム部と、こ
のフレーム部の上端に設けられ、各種スイッチ及びコネクタ類や給排気用ダクトを配置し
たフロントパネル４と、このフロントパネル４にケーブル５ａを介して着脱自在に接続さ
れる湾曲操作指示を行うジョイスティック５ａ等の操作スイッチを備えたリモートコント
ローラ（以下リモコン）５と、伸縮式のポール６ａに回動自在に支持されたモニタ６と、
収納される機器に加わる衝撃力を抑える緩衝材等を備えた収納ケース７と、前記フロント
パネル４に接続され、商用電源を供給可能なＡＣケーブル４ａと、前記挿入部２ａを観察
目的部位近傍まで案内する後述する案内路を有し、可撓性、径寸法及び長さ寸法が異なる
複数の管状部材８ａ，８ｂ，…で構成され（本図では３本の管状部材としている）、これ
ら管状部材８ａ，８ｂ，８ｃの少なくとも１つに挿入部の挿入方向を変換する方向切換手
段となる先端カバー部材９ａ，９ｂ，９ｃを固設した挿入部案内部材１０とで主に構成さ
れている。なお、前記収納ケース７は、ケース本体を形成する箱体７ａと蓋体７ｂとで構
成されている。
【００１５】
前記内視鏡２の挿入部２ａは、前記フロントパネル４から座屈防止用のゴム部材４ｂを介
して延出している。この挿入部２ａは、先端側から順に硬性の先端部本体１１、この先端
部本体１１を所望の方向に向ける例えば流体圧アクチュエータで構成した湾曲自在な湾曲
部１２、細長で柔軟性を有する可撓管部１３を連設して構成されている。
【００１６】
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前記ドラム部３の内部空間内には、前記内視鏡２の照明伝送手段であるライトガイド（不
図示）に照明光を供給する図示しない光源部、前記内視鏡挿入部２ａの先端部本体１１に
設けた撮像素子（不図示）に対する信号処理を行う図示しないＣＣＵ、前記内視鏡挿入部
２ａの湾曲部１２を湾曲駆動させる流体圧アクチュエータに流体を供給する流体圧供給源
１４等が収納されている。
【００１７】
なお、前記流体圧供給源１４は、高圧ガスが充満されたガスボンベ１５と、前記リモコン
５からの湾曲指示信号に基づき、このガスボンベ１５の圧力を制御して湾曲部１２を湾曲
動作させる制御部となるレギュレータ１６及びバルブユニット１７、このバルブユニット
１７を制御する制御基板１８、前記バルブユニット１７から延出して前記流体圧アクチュ
エータに流体を供給するチューブ１９等で構成されている。そして、前記ガスボンベ１５
には、例えば二酸化炭素、フロン、窒素、ヘリウム、アルゴン、窒素等、不可燃性のガス
が充填される。符号２０は前記ガスボンベ１５が着脱自在に接続されるボンベ接続部であ
る。
【００１８】
前記挿入部案内部材１０を構成する管状部材８ａ，８ｂ，８ｃは、それぞれ可撓性や内径
寸法及び外径寸法、長さ寸法が異なっている。前記先端カバー部材９ａ，９ｂ，９ｃはそ
れぞれ所定の管状部材８ａ，８ｂ，８ｃの先端部に例えば接着によって固定されている。
【００１９】
図２（ａ）及び図２（ｂ）に示すように前記管状部材８ａ，８ｂ，…は、可撓性を有する
例えばＰＴＥＥ製で案内路となる貫通孔である案内孔８１ａを有するのチューブ体８１と
、このチューブ体８１の外装を被覆する例えばステンレス製の線材又は薄板材を編み込ん
で形成したブレード８２とで構成されている。なお、前記管状部材の可撓性は、前記チュ
ーブ体８１の肉厚やブレード８２の強度を調整して所定の状態に設定してある。
【００２０】
そして、本実施形態においては内径寸法及び外径寸法は管状部材８ａ，８ｂ、…の順に細
径に、長さ寸法は管状部材８ａ，８ｂ、…の順に長尺に、可撓性は管状部材８ａ，８ｂ、
…の順に柔軟に設定してある。なお、管状部材の貫通孔内を他の管状部材及び挿入部がス
ムーズに挿通されるように、貫通孔の内径寸法及びこの貫通孔に挿通される管状部材の外
径寸法が設定されている。
【００２１】
一方、前記先端カバー部材９ａ，９ｂ，９ｃは、例えば先端側を略半球状に形成した樹脂
製のカバー本体９１に、前記案内孔８１ａに連通する案内路となる挿通方向変換孔９１ａ
を形成して構成されている。この挿通方向変換孔９１ａの一端側開口である連通口９２は
前記案内孔８１ａに連通するようにカバー本体９１の基端面に形成され、他端側開口であ
る方向変換口９３はカバー本体９１の側部に形成されている。
【００２２】
したがって、先端カバーを固設した管状部材の案内路である案内孔８１ａに挿入部２ａを
挿通させて押し進めていくことによって、この挿入部２ａはこの案内孔８１ａに連通する
カバー本体９１の連通口９２から挿通方向変換孔９１ａに導かれ、方向変換口９３から導
出される。
なお、符号８４は前記チューブ体８１の基端部に外嵌配置固定される把持部を兼ねる環状
の基端側口金であり、外径寸法をチューブ体８１の外径より太径に形成している。また、
符号８３は前記方向変換口９３の位置を使用者に告知する目印である。さらに、本実施形
態では湾曲部１２の湾曲駆動を流体圧アクチュエータとしているが、湾曲部１２の湾曲駆
動を電動で行う構成にしてもよい。
【００２３】
上述のように構成した内視鏡装置１の作用を図３を参照して説明する。
図に示すように例えば２箇所の直角に屈曲したエルボー部３１ａ，３１ｂを備えた太径な
配管３１に内視鏡２の挿入部２ａを挿入して目的観察部位である本管３０付近の観察を行



(5) JP 4109031 B2 2008.6.25

10

20

30

40

50

う場合、まず、先端部に先端カバー部材９ａを配設したやや硬めで第１エルボー部３１ａ
に到達する長さ寸法の管状部材８ａと、先端部に先端カバー部材９ｂを配設した比較的柔
らかめで第２エルボー部３１ｂに到達する長さ寸法の管状部材８ｂとを用意する。
【００２４】
次に、先端カバー部材９ａが固設されている管状部材８ａを配管３１内に挿通する。この
管状部材８ａは可撓性がやや硬めなので第１エルボー部３１ａに向かってスムーズに進ん
でいく。そして、先端カバー部材９ａの先端が配管に当接するなどして先端カバー部材９
ａが第１エルボー部３１ａ付近に位置したことを確認したなら、基端側口金８４ａを把持
して管状部材８ａの捻じり操作を行って目印８３ａの位置を所定方向に調整する。このこ
とによって、方向変換口９３ａの向きが配管３１の奥方向に一致する。
【００２５】
次いで、先端カバー部材９ｂが固設されている管状部材８ｂを前記管状部材８ａの案内孔
８１ａ内に挿通する。すると、この管状部材８ａは前記案内孔８１ａ内、連通口９２ａ、
挿通方向変換孔９１ａを通って方向変換口９３ａから突出して第１エルボー部３１ａ付近
の配管３１内に導出される。この管状部材８ｂは、可撓性が柔らかめなので前記方向変換
口９３ａから突出した後、第２エルボー部３１ｂに向かってスムーズに進んでいく。そし
て、先端カバー部材９ｂの先端が配管に当接するなどして先端カバー部材９ｂが第２エル
ボー部３１ｂ付近に位置したことを確認したなら、基端側口金８４ｂを把持して管状部材
８ｂの捻じり操作を行って目印８３ｂの位置を所定方向に調整する。このことによって、
方向変換口９３ｂの向きが配管３１の奥方向に一致する。
【００２６】
次に、内視鏡２の挿入部２ａを前記管状部材８ｂの案内孔８１ａ内に挿通する。すると、
この挿入部２ａは前記案内孔８１ａ内、連通口９２ｂ、挿通方向変換孔９１ａを挿通して
、方向変換口９３ｂから突出して第２エルボー部３１ｂ付近の配管３１内に導出される。
前記挿入部２ａが前記方向変換口９３ｂから突出した後は、挿入部２ａを推し進めるとと
もに、湾曲操作や捻じり操作等の手元操作を行って配管３１内の観察を行う。
【００２７】
このように、内視鏡装置に、複数の管状部材及び先端カバー部材で構成される挿入部案内
部材を設け、予め、この挿入部案内部材を配管等の観察目的部位近傍までに挿入配置した
後、この挿入部案内部材の案内路に挿入部を挿通することにって、挿入部はスムーズに目
的観察部位近傍に導出させて観察を行うことができる。
【００２８】
ここで、図４を参照して方向切換手段の他の構成例を説明する。
上述した実施形態では方向切換手段をチューブ体８１の先端部に固設され、側部開口であ
る方向変換口９３を形成した先端カバー部材としているが、方向切換手段はこの先端カバ
ー部材に限定されるものではなく、図４（ａ）に示すように管状部材８ａを構成する案内
孔８１ａを有するチューブ体８１の先端部に配置される環状の先端口金部材８５と、この
先端口金部材８５に先端部が固定され基端部が例えばコイルシース８６内を挿通して手元
部側である基端方向に延出する例えばステンレス製の操作ワイヤ８７とで構成するように
してもよい。
【００２９】
ここで、符号８７ａは操作ワイヤ８７の先端部に固設された固定部材であり、この固定部
材８７ａが前記先端口金部材８５の外周面所定位置に接合されている。また、符号８６ａ
はコイルシース８６の先端部に固設された固定部材であり、この固定部材８６ａが前記チ
ューブ体８１に被覆されたブレード８２の所定位置に接合されている。
【００３０】
このことによって、図４（ｂ）に示すように操作ワイヤ８７を使用者が適宜牽引操作して
、チューブ体８１の先端部を所望の量湾曲させることにより、上述同様の作用及び効果を
得ることができる。
【００３１】
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なお、図５（ａ）に示すように前記挿入部案内部材１０構成する管状部材８の先端部に配
置される先端カバー部材９の挿通方向変換孔９１ａ内に、この挿通方向変換孔９１ａから
導出される管状部材８又は挿入部２ａの導出方向を適宜調整する導出方向調整手段５０を
設けるようにしてもよい。
【００３２】
前記導出方向調整手段５０は、主に、前記挿通方向変換孔９１ａの先端部に配置される起
上台５１と、この起上台５１に設けられたワイヤ固定部５１ａに先端部が固定され基端部
が手元側に延出される操作ワイヤ５２とで構成される。前記起上台５１は、回動軸５３に
よって前記挿通方向変換孔９１ａの所定位置に回動自在に軸支される。一方、前記ワイヤ
５２は、前記管状部材８を構成するブレード８２の外周面に配置されるコイルシース５４
内に挿通配置されている。そして、このコイルシース５４はブレード５５によって前記管
状部材８の外周面側に一体的に配置される。なお、前記コイルシース５４を管状部材８を
構成するチューブ体８１とブレード８２との間に配置するようにしてもよい。
【００３３】
この構成により、図５（ｂ）に示すように操作ワイヤ５２を使用者が適宜牽引操作するこ
とによって、先端カバー部材９の挿通方向変換孔９１ａ内に配置されている起上台５１が
所定量起上して、矢印及び実線、破線に示すように前記方向変換口９３から突出した挿入
部２ａ等の導出方向を変化させられる。
【００３４】
このことによって、エルボー部３１ｎの奥方向にメイン管路３１ａと分岐管路３１ｐの分
岐部があるような配管内の検査を行う場合、前記起上台５１と操作ワイヤ５２とを備えた
先端カバー部材９を固設した管状部材８がエルボー部３１ｎ近傍に位置するように挿入部
案内部材１０を構成することにより、図５（ｃ）に示すように適宜起上台５１を起上操作
して挿入部２ａをメイン管路又は分岐管路３１ｐに導いての検査を確実に行うことができ
る。
【００３５】
上述した実施形態においては、管状部材の先端部に先端カバー部材を配置して案内孔に導
かれた挿入部が側部方向に突出する構成を説明したが、図６（ａ）に示すように管状部材
８の案内孔８１ａを導かれた挿入部２ａが側方ではなく、前方に突出する構成にしてもよ
い。つまり、方向切換手段を設けていない管状部材を用意するようにしてもよい。
【００３６】
この構成の場合、図６（ｂ）に示すように例えば管状部材８を構成するチューブ体８１と
ブレード８２との間にコイルシース５４或いは超弾性パイプを配置してもよい。このこと
によって、図６（ｃ）に示すように案内孔８１ａに内視鏡２の挿入部２ａを挿入する一方
、コイルシース５４に研削具や把持具等の工具６１を挿通配置して内視鏡観察とともに補
修作業等を行える。また、図６（ｄ）に示すようにコイルシース５４内に管状部材８の先
端部を安定的に保持させるフック部材６２を挿通配置して作業性の向上を図れる。さらに
、図６（ｅ）に示すように管状部材８の先端部に先端カバー部材９を配置した構成のとき
に、コイルシース５４を一体的に配設しておくことによって、例えば研削具等の工具６１
を使用して補修作業等を行える。
【００３７】
又、図７に示すように管状部材８ｄの中途部にバルーン７０を設け、このバルーン７０に
連通する送気／送液チューブ７１をチューブ体８１とブレード８２との間に配置するよう
にしてもよい。このことによって、送気／送液チューブ７１を介してバルーン７０を膨ら
ませて、前記管状部材８ｄの中途部を安定的に配管３１に固定することができる。この状
態に保持することにより、管状部材８ｄの図示しない案内孔を通して内視鏡２の挿入部２
ａ等をスムーズに挿入させられるとともに、配管中途部の検査等を確実に行うことができ
る。
【００３８】
ところで、検査対象となる配管によっては管の断面形状が扁平な形状（扁平円形や楕円、
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角形等）で、曲がり方が規則的（例えば階段状など）に変化しているものがある。そのよ
うな場合、管状部材の断面形状を円形に形成する必要はなく例えば、図８（ａ）、（ｂ）
に示すように扁平な管状部材８ｅとして構成してもよい。その場合、前記挿入部２ａがス
ムーズに挿通する案内孔８１ａを有するチューブ体８１ｅを複数用意し、これらチューブ
体８１ｅをブレード８２で被覆して扁平形状にする。そして、方向切換手段を先端口金部
材８５と例えばステンレス製の操作ワイヤ８７とで構成する。この操作ワイヤ８７の先端
部は、前記先端口金部材８５に固定され、基端部は例えばコイルシース８６内を挿通して
手元部側である基端方向に延出している。
【００３９】
このことによって、図８（ｃ）に示すように規則的に屈曲して扁平な断面形状の配管３１
Ａに複数のチューブ体８１ｅをブレード８２でひとまとめにした挿入部案内部材１０が扁
平幅広方向にずれることなく目的部位までスムーズに挿通される。そして、先端部が目的
部位に到達したなら、複数のチューブ体８１ｅの中から所望の配置位置のチューブ体８１
ｅの案内孔８１ａに挿入部２ａを挿入する。このことによって、配管３１Ａ内に挿入部２
ａ突出させて内視鏡観察を行える。
【００４０】
なお、扁平な形状の挿入部案内部材１０を構成する際、上述のように方向切換手段を先端
口金部材８５と操作ワイヤ８７とで構成する代わりに、複数のチューブ体８１ｅをブレー
ド８２で被覆して扁平に形成した管状部材８ｅの先端部に、例えば図９（ａ）及び図９（
ｂ）に示すようにそれぞれのチューブ体８１ｅに連通して方向変換口９８ａ、９８ｂ、９
８ｃを異なる側部に設けた挿通方向変換孔９１ａを複数設けた先端カバー部材９９を配置
させるようにしてもよい。
【００４１】
このことによって、挿入部案内部材１０を例えば図示しない分岐部まで挿通させた後、所
望する開口位置に対応するチューブ体に挿入部２ａを挿通させて所望する分岐管に挿入部
２ａを案内して検査を行うことができる。
【００４２】
なお、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【００４３】
［付記］
以上詳述したような本発明の前記実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができる
。
【００４４】
（１）細長な挿入部の先端部に観察光学系及び照明光学系を備え、この先端部に連接する
湾曲部を有する内視鏡と、
この内視鏡の挿入部が巻回され、前記湾曲部を制御する制御部を略中央部に配設したドラ
ム部と、
このドラム部を回動自在に保持する支持体と、
複数の管状部材で構成され、対応する管状部材又は前記挿入部がスムーズに挿通する所定
径寸法の案内路を有し、それぞれ所定の可撓性、長さ寸法に形成され、少なくとも１つの
管状部材に前記案内路の進行方向を変換する方向切換手段を設けた、挿入部案内部材と、
を具備する内視鏡装置。
【００４５】
（２）前記方向切換手段は、前記管状部材の先端部に配置され、挿入部の挿通方向を管状
部材軸方向から管状部材側方に変更する、側面部に開口を形成した挿通方向変換孔を有す
る先端カバー部材である付記１に記載の内視鏡装置。
【００４６】
（３）前記方向切換手段を、前記管状部材の先端部に配置される口金部材と、この口金部
材に先端が固定され基端部が手元部に延出する操作ワイヤとで構成した付記１に記載の内
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【００４７】
（４）前記挿入部案内部材の最先端を構成する管状部材の先端部に配置される先端カバー
部材に、この挿通方向変換孔から導出される挿入部の導出方向を調整する導出方向調整手
段を設けた付記２に記載の内視鏡装置。
【００４８】
（５）前記導出方向調整手段を、前記先端カバー部材の挿通方向変換孔の先端部に配置さ
れる起上台と、この起上台に先端部が固定され基端部が手元部に延出する操作ワイヤとで
構成した付記４に記載の内視鏡装置。
【００４９】
（６）前記管状部材をチューブ体とこのチューブ体の外周を被覆するブレードとで構成し
、前記操作ワイヤを前記チューブ体と前記ブレードとの間に配置して手元部に延出した付
記３又は付記５記載の内視鏡装置。
【００５０】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、挿入部を、管の内径寸法と挿入部の外径寸法との間
に大きな寸法差がありかつ複数のエルボー部を有する配管の奥深くまで速やかに挿入して
観察を行える安価な内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡装置の構成を説明する図
【図２】挿入部案内部材を構成する管状部材及び方向切換手段である先端カバー部材を説
明する図
【図３】挿入部案内部材の作用を説明する図
【図４】方向切換手段の他の構成例を説明する図
【図５】方向切換手段の別の構成例を説明する図
【図６】管状部材の他の構成を説明する図
【図７】バルーンを設けた管状部材を説明する図
【図８】扁平な形状の挿入部案内部材を説明する図
【図９】扁平な形状の挿入部案内部材に設ける先端カバー部材を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
２ａ…挿入部
８ａ，８ｂ，８ｃ…管状部材
９ａ，９ｂ，９ｃ…先端カバー部材
１０…挿入部案内部材
９３…方向変換口
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